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1.はじめに 

現在、公共図書館には情報資料の収集や保管、利用者

への提供にとどまらず、学校やサービスの窓口、ワーク

スペースや観光名所に近い機能を持つなど、その可能性

は膨らんでいる 1)。1950年の図書館法の発布から現在まで、

図書館の数は増加し続ける一方 2)、2021年における子ども

の数は 40 年連続の減少を記録している 3)。図書館が子ど

もに対してどのようにその姿を変化させたのかを把握す

ることは、今後図書館がどのようなサービス・役割を背

負うべきかを考える上で重要である。 

本論文では、時代や社会背景によって変化する図書館

の中の子ども向けコーナーの変遷を機能配置の観点から

整理する。時代ごとの図書館計画の考え方やその流れを

書籍やヒアリングにて調査しまとめる。読書空間を通し

て子どもへの認識の変遷を整理することが目的である。 

2. 図書館の子どもコーナーのソフト面の変遷 

2-1．子どもへの認識・図書館利用 

表１で示すように、1900 年代に山口県から有識者がス

タートさせた児童閲覧室 4)は、着々と全国に波紋を広げる。

戦後 1950 年代の公共図書館は特に館内閲覧主義を掲げ、

学生の勉強部屋としての使い方をされており、利用者の

図書館滞在時間はかなり長かった 5)。この時代は図書館の

児童サービスは増加したものの、十分ではなかった。 

1970 年代は、当時の様々な図書館の基本計画に児童サ

ービスを重要視することが謳われており、児童室の在り

方が明確化された。1971 年の町田市の基本計画書など、

成人や児童、レファレンスをワンルームとして固定間仕

切りをなくした形態も幾つか見られる 5)。また、1970年・

1976 年に出版され当時の図書館計画のバイブルとされた

書籍の「市民の図書館」7)では、児童室を必ず設け、それ

が独立しなくてもよいとの記述がある。 

1980 年代には児童が図書館において最も大切な利用者

とも言われた 8)。開架貸出室は動的であり必ずしも静かで

なくてもよいとされ、母子での利用も意識されている。

また、児童司書を必ず置くことも推奨される 5)。 

1990 年代前半に居心地の良い図書空間が求められたこ

とから、再び滞在型になった。子どものためのスペース

も他の人にとっては騒がしく感じてしまう可能性がある

ため、上下に階を分けたり、子どものために単体の図書

館を別に設けたりする動きがみられた。 

2000 年代、児童室は親しみやすく楽しく過ごせる雰囲

気を目指す。子どものための館内閲覧スペースが地域図

書館に設置 9)され、室内での過ごし方が重視される。 

2-2．利用者・対象年齢 

公共図書館は初めから子どものためのスペースを設け

ていたわけではなく、1903 年の児童サービス開始前に幼

児に対して入館を許可した図書館はほぼ存在しなかった。

1960 年代頃に勉強目的ではなく図書閲覧のため滞在する

利用者に焦点が当たり始め、それを契機に子どもたちの

ための空間が大きく発展する 5)。1970年代には児童の図書

館計画は他の部分と区別し、また独立した児童図書館で

は低学年、高学年および中学生といったような年代ごと

の区分に従ってゾーンを分けることを推奨している 6)。

1980 年代には児童閲覧室の対象が幼児から中学生とされ、

さらに 1990 年代にヤングアダルトサービスを児童サービ

スと分けるという概念も広まってからは子どもコーナー

の対象が 0歳児から小学校高学年生までとされた 10)。 

3. 図書館の子どもコーナーのハード面の変遷 

3-1．児童閲覧室の始まり（1903 年～） 

1920 年代後半から長方形の部屋が多かった児童閲覧室

だが、1960 年後半からワンルームの形態がみられる。

1970 年代以降は壁を持たず柱と書架で区切られた児童の

空間が成人の閲覧室と一体化したワンルームが多い。こ

の頃には子ども用の手洗いの付設が望ましいとされた 7）。

1980 年代には部屋として区切られた児童室も再び増え始

め、また「朗読」や「読書会」、「あそび」、「紙芝居」な

ど個性的なコーナーが各地の図書館に現れた。2000 年代

には、幼児が対象のトイレや、授乳やおむつ交換ができ

る部屋の付設が推奨 11)され、保護者の存在が意識された。 

3-2．児童部分と成人部分の区別の変遷 

児童部分と成人部分とは 1900 年代から入口も分けられ

ていたが、1970 年代のフレキシビリティの要請によりそ

の区別がなくなった。1980 年代になると成人と子どもが

同じ入り口となる。最近は様々なタイプがあるが、両者

の快適性を考慮してそれぞれを上下階に分割したり、子

ども図書館単体で建設したりすることが流行している。 

3-3．書架や机、椅子などの設備  

初期の児童閲覧室は部屋の中心に椅子と机、壁側に本

棚が配置されることが多かったが、1976 年の「市民の図

書館」では、机や椅子、書架などは少なくとも 2種類以上

の寸法の備品を用意することを推奨している。それまで

は閲覧席と貸出デスクでいっぱいだった室内に作業スペ
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表１ 図書館の子どもコーナーの機能配置の変遷 

ースも十分にとるように説かれた。1980 年代には子ども

の体位差に合わせて数種類の寸法の家具を用意するよう

推奨される 8)。しかし当時、マット状の台の設置が流行し

たが、図書館活動を通じて児童に公共の意味を教えるこ

とも図書館の役目だとして批判があった。2000 年代に入

ると閲覧室内は画一的な家具配置とせずにその形状や並

べ替えなども工夫を凝らすよう勧められる。 

3-4．図書館のお話コーナーの始まり（1967年～）  

お話コーナーの設置は 1967 年の府中市立図書館が最初

だったが、当時は十分に利用されなかった 5)。1970年代に

は福音館書店らの力により良い絵本が世間に広まり、そ

れ以降お話会コーナー設置が盛んとなった。1980 年代の

お話会コーナーは、児童部分の一角をお話会開催時にア

コーディオンドアなどで仕切るものと、遮音構造の室を

設けるものの２パターンが主である。2000 年に子ども読

書年が公布され、お話会サービスも一層充実してきた。

児童閲覧室とお話コーナーとの関係性も徐々に工夫が凝

らされ、児童室とお話の部屋の階が違う例（注１）や、外側

にテラスを設けた例（注２）も見られる 5)。 

4. 結論 

勉強に利用されるため長時間滞在型であった図書館は

1960～1970 年代から現在までの間に子どもが過ごしやす

い環境に近づいた。従来、子どもは成人の閲覧の邪魔だ

と考えられていたが、日本の図書館がフレキシビリティ

の要請により「〇〇室」から「○○コーナー」へ移行し

たことも、児童のための図書空間の拡大や一般の空間と

融合や、またそれに対しての成人利用者の理解のきっか

けになったと推測できる。近年では、カフェや会議室と

図書館の複合化（注３）や、館員が本を屋外に持ち出して読

み聞かせるイベント（注４）などがあり、子どもの図書閲覧

場所に制限のない自由な雰囲気が好まれている。 
【脚注】 
（注１) 日野市立高橋図書館の例。  
（注２）袖ヶ浦町立図書館の例。 
（注３) CCCが指定管理者となった武雄市図書館などの例。 
（注４）福山市立中央図書館のイベント「NIWASAKI」。 
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